
A la rm A c c (アラーム ・エーシーシー )

取 扱 説 明 書  V e r1 .0 6

■ 使 用 する状 況 と目 的

◆ A larm A c c (アラーム ・エーシーシー)とは

A larm A c c (アラーム ・エーシーシー) は 『夜 更 か しを愛 する人 たちの タイマーアラーム  T im e rA  』と組 み 合 わ せ て使 用 する

補 助 ツール です。

T im e rA (V e r1 .3 9以 降 ) は  L A N  で接 続 され たコンピュータ(隣 接 コンピュータ)へ イベント信 号 (アラーム 信 号 )を送 る機 能 を

持 っています。A larm A c c  は その 信 号 を受 信 するソフトです。これ により T im e rA  の サ ウンド、メッセージ、プログラム 起 動

を隣 接 コンピュータで実 現 することが 出 来 ます。

※  A larm A c c  の 名 称 は  A larm  A c c e pte r か らきています。

◆ 旧 世 代 パ ソコンの 有 効 活 用

旧 世 代 の パ ソコンを破 棄 せ ずにL A N で接 続 して使 用 している人 向 けです。T im e rA  を旧 世 代 の パ ソコンで動 作 させ ます。

L A N  で接 続 され た日 頃 手 元 で使 用 している今 様 の パ ソコンで A larm A c c  を動 作 させ ておきますと、T im e rA  の アラーム

信 号 を手 元 の A larm A c c  で受 信 してサ ウンドとメッセージを手 元 の コンピュータで確 認 することが 出 来 ます。T im e rA  は 高

機 能 を優 先 にして作 成 され たタイマー・アラーム ソフトで、動 作 には リソース(メモリーなど)を多 く使 用 します。それ に比 べ

A larm A c c  は 単 純 な機 能 です。手 元 の パ ソコンで常 駐 させ ていても負 担 は 少 ないと思 わ れ ます。これ でT im e rA  の 負 担

を他 の パ ソコンにまか せ 、手 元 の パ ソコンの A larm A c c  でその 機 能 だけを受 けるこを実 現 します。

■ A la rm A c c  の 機 能 概 略

◆ T im e rA  の イベント信 号 受 信

T im e rA  は 自 身 でイベントを実 行 することが できますが  V e r1 .3 9  より発 生 したイベントをあらか じめ指 定 した隣 接 パ ソコン

へ も送 信 する機 能 が 追 加 され ました。この 機 能 とA larm A c c  を使 用 すると別 の パ ソコンで動 作 させ ている T im e rA  の イベ

ント信 号 (アラーム 信 号 )を受 け取 り、手 元 の パ ソコンでイベントを実 行 することが できるようになります。イベントには メッセ

ージの 表 示 とサ ウンド(W A V / M ID )の 再 生 が 基 本 ですが 、動 作 ファイル の 指 定 を変 えることによりプログラム の 起 動 、ドキ

ュメントファイル の オープンも可 能 です。

※ W e bペ ー ジ の 場 合 図 中 をクリックす ると原 寸 図 を表 示 で きま す 。
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■ A la rm A c c  の 起 動 と画 面

◆ ユーザ 登 録 未 設 定 ダイアログ

ユーザ 登 録 が なされ ていないとき、A larm A c cを起 動 すると、上 の ような制 限 事 項 が ある旨 の ダイアログが 表 示 され ます。

ユーザ 登 録 が 完 了 しますとこの ダイアログは 表 示 され なくなります。「ユーザ 登 録 未 設 定 ダイアログ」をＯＫで抜 けると本

体 画 面 が 表 示 され ます。

◆ 本 体 画 面 と通 知 領 域 (タスクトレイ)か らの メニュー

※ 表 示 さ れ て い る コンピュータ名 は ユーザ により異 なります

上 図 の 本 体 画 面 は T im e rA  か らの メッセージ表 示 画 面 になります。[確 認 (最 小 化 )]ボタンをクリックすると本 体 画 面 は ディ

スクトップか ら消 えますが プログラム が 終 了 するわ けでは ありませ ん。A larm A c c  は 常 駐 プログラム です。常 駐 され るとデ

ィスクトップの 右 下 にある通 知 領 域 (タスクトレイ)にA larm A c c  の アイコンが 追 加 され ます。

本 体 画 面 の ボディー部 分 か 通 知 領 域 (タスクトレイ)にあるA larm A c c  の アイコンを右 クリックすると上 図 の ようなメニューが

表 示 され ます。A larm A c c  の 終 了 は ここか ら[終 了 ]をクリックすることにより常 駐 が 解 除 され 終 了 します。通 知 領 域 (タスク

トレイ)の A larm A c c  の アイコンが 消 えることでプログラム が 終 了 したことを確 認 できます。

※ ユ ー ザ 未 登 録 の 場 合 の [確 認 (最 小 化 )]ボ タンの 動 作

T im e rA か らの 信 号 を受 信 すると自 動 的 に元 の 画 面 の 本 体 画 面 が ディスクトップに表 れ ますが 、この 画 面 で[確 認 (最 小
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化 )]ボタンをクリックするとプログラム は 終 了 します。要 は A larm A c c１回 の 起 動 で１回 の 受 信 しか 出 来 ないようになってい

ます。

■ メニューの 詳 細

A larm A c c  は 常 駐 プログラム です。常 駐 され るとディスクトップの 右 下 にある通 知 領 域 (タスクトレイ)にA larm A c c  の アイコ

ンが 追 加 され ます。その アイコンを右 クリックするとメニューが 表 示 され ます。

◆ 表 示

本 体 画 面 (メッセージ画 面 )をディスクトップへ 表 示 します。最 小 化 か ら通 常 の 「元 の 画 面 」に戻 るの 意 味 です。T im e rA  か

らの 最 後 の メッセージを確 認 することが 出 来 ます。

◆ 設 定

上 図 の ような環 境 設 定 の ダイアログ画 面 を表 示 します。

・     ポ ー ト番 号

T im e rA  か らの イベント信 号 を受 け取 る通 路 番 号 です。この 番 号 は T im e rA  での 設 定 と同 一 番 号 である必 要 が あります。

またネットワークを使 用 するほ か の ソフトなどと重 複 しては なりませ ん。デフォル トでは 「８８８(V e r1 .0 5で  9 9 1 2  に変 更 )」

になっていますが この 番 号 でもし不 都 合 が あれ ば 変 更 します。この ときT im e rA  での 設 定 も同 じように変 更 する必 要 が あ

ります。通 常 は その ままの 番 号 で支 障 ないは ずです。

・ ア クシ ョンファイル リス ト (表 示 しているパ ス名 は ユーザ により異 なります)

アクション番 号 (０～ ４９)に対 応 するアクションファイル を登 録 しておくもの です。T im e rA  か らは  A larm A c c  での 動 作 すべ

きアクションの 種 類 を０～ ４９の 数 字 で知 らせ てきます。その 数 字 に対 応 する音 源 ファイル を登 録 します。音 源 は  

W A V / M ID  の み です。音 源 だけでは なくプログラム (E X E )、各 種 の ドキュメントファイル を直 接 指 定 することも可 能 です。そ

の 場 合 は W in do w s に設 定 され ている標 準 ソフトが 動 作 しドキュメントファイル を開 きます。従 ってM P 3などの 音 楽 ファイル

の 指 定 も可 能 です。

・ 動 作 テ ス ト

登 録 され ている動 作 ファイル を起 動 します。 W A V / M ID  は 内 臓 プレイヤーを使 って再 生 します。M P 3などの 未 サ ポートファ

イル は W in do w sで関 連 付 けされ たソフトが 起 動 され ます。
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・ 停 止

内 臓 プレイヤーを使 って再 生 しているときの 停 止 ボタンです。

・ 編 集

０～ ４９の 登 録 欄 を選 択 して編 集 ボタンをクリックすると動 作 ファイル (アクションファイル )の 登 録 編 集 画 面 が 開 きます。こ

の 画 面 で新 規 の 登 録 と既 存 の 変 更 を行 います。

・ 参 照

登 録 フ ァ イ ル を 画 面 上 で 選 択 で き ま す 。

動 作 テ ス ト 、 停 止 ボ タ ン は 環 境 設 定 画 面 と 同 様 の 働 き で す 。

◆ 動 作 ファイル リス トの インポ ー トとエ クス ポ ー ト

A larm A c c  の 登 録 され ている音 源 ファイル や 実 行 ファイル を総 称 して動 作 ファイル (アクションファイル )といっています。動

作 ファイル は アクション番 号 (登 録 番 号 )０～ ４９に対 応 して５０種 が 登 録 できます。この リストを動 作 ファイル リス トといい、

それ らは  A larm A c c .ac d というファイル に収 められ ています。 A larm A c c .ac d は 動 作 ファイル リストの 登 録 ファイル というこ

とです。エクスポートは 実 質 的 に A larm A c c .ac d を別 名 で保 存 することと同 意 です。インポートは 外 部 に保 存 したファイル

を再 読 み 込 み することです。

【ちょっと一 言 】

拡 張 子  ac d は  A C tio n  D o ! の 意 味 で、勝 手 にきめました。

◆ 動 作 ファイル リス トの テ キ ス ト出 力

動 作 登 録 ファイル をタブ形 式 の テキストファイル に変 換 します。メモ帳 などの エディタで開 くこともできますが 、 E xc e l など

の 表 計 算 ソフトが あれ ば 表 として閲 覧 が 可 能 になります。プリントすることも容 易 に行 えると思 います。

A larm A c c  の 動 作 ファイル リストの 内 容 は  T im e rA  での アラーム 設 定 操 作 で必 要 になり、通 常 T im e rA  と A larm A c c  が

動 作 しているパ ソコンは 別 の は ずなの で プリントアウトするか  ファイル として T im e rA  の パ ソコンにないと不 都 合 である

ための 機 能 です。

【ちょっと一 言 】

「タブ形 式 の テキストファイル 」を E xc e l で取 り込 むには 一 般 的 には  E xc e l を起 動 して「ファイル 」－ 「開 く」でファイル の 種

類 をテキストファイル に切 り替 える・・・と行 うわ けですが 、「タブ形 式 の テキストファイル 」の アイコンを直 接 、起 動 した 

E xc e l の 一 番 上 にあるタイトル バ ー に ドラッグ & ドロップす ると簡 単 に取 り込 めます。

◆ 自 己 フォル ダ を開 い て 終 了

A larm A c c  が セットアップされ ているフォル ダをエクスプローラ(マイコンピュータ)で開 いて、A larm A c c  を終 了 します。

A larm A c c  の バ ージョンアップや 環 境 ファイル 、ユーザ 登 録 ファイル をコピー、削 除 などを行 うとき便 利 です。
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◆ 終 了

A larm A c c  を終 了 させ 、常 駐 を解 除 します。

◆ バ ー ジ ョン情 報

バ ージョン情 報 の 確 認 ダイアログを表 示 します。

◆ ユ ー ザ 登 録

A larm A c c  は シェアウェアでユーザ 登 録 が 必 要 です。ユーザ 登 録 が なされ ていない場 合 は 制 限 事 項 が あります。ただし、

機 能 上 A larm A c c  は  T im e rA  の 補 助 ツール という位 置 にあるため、T im e rA  と同 一 の  ユーザ 名 とパ スワード を使 用 可 能

としています。

１.   ユーザ 名 蘭 の 「(未 登 録 です)」を消 して、作 成 者 か ら送 付 され た「ユーザ 名 」と「パ スワード」を打 ち込 み 、「登 録 ボタ

ン」をクリック。

２.   ユーザ 名 か パ スワードに入 力 ミスが ありますとその 旨 の エラー表 示 が され ます。エラーが なけれ ば 「閉 じる」ボタン

で登 録 画 面 を抜 けます。

３.   以 後 は 起 動 時 の 未 登 録 警 告 ダイアログ表 示 もなくなり、「未 登 録 制 限 事 項 」は 解 除 され ます。
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